
11 マク ロ計算機を使う
マ ク ロ計算機は、 データの分析や変換を行うプログラム機能が搭載された強力なツールです。 KaleidaGraph でタ ス ク
の各ステ ッ プを実行する代わ り に、 マクロを記述して自動化することができます。 例えば、 マス ク されたデータセル
の値を消去するマ ク ロ を作成し た り する こ と ができ ます。

この章では、以下について説明します。

• マ ク ロ計算機の使用方法。

• すべての計算機能の使用方法。 各関数の詳しい説明と い く つかの例が含まれます。

• マ ク ロ計算機のス ター ト から終了までのプロ グ ラ ミ ングプロセス。 サンプルマ ク ロ を使用し て、 プラ ン、 入力、
実行、 記録およびマ ク ロの保存方法について説明し ます。 またマ ク ロ メ ニ ューに追加 / 既存のマ ク ロの編集方
法について も説明し ます。 

• 利用可能なマ ク ロ コマン ド の意味と構文。

1.1 マク ロ計算機の 使用方法

ウ ィ ン ド ウ メ ニ ューから マ ク ロ計算機を選択する と マ ク ロ計算機が表示されます (Figure 1- 1)。 この計算機には RPN 
(Reverse Polish Notation) プロ グ ラ ミ ング言語が組み込まれています。 これは HP の関数電卓などに も見られる もので、
1000 プロ グ ラ ム ステ ッ プの能力があ り 、 データの操作や変換を行 う さ まざまな方法を利用する こ と ができ ます。

Figure 1-1 マクロ計算機
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1.1.1 単数値関数

RPN 計算機は他の計算機と は異なる処理方法を使用し ます。 RPN 計算機では数値フ ァ ン ク シ ョ ンキーを押す と、 すぐ
に答えが表示されます。 そのため、 関数が実行される前に、 全てのオペラ ン ド を入力する必要があ り ます。

単数値関数はデ ィ スプレ イ上で計算されます。 単数値関数には、 サイ ン、 平方根および対数などがあ り ます。

単数値関数の使用方法は以下の とお り です。

1. 数値を入力し ます （デ ィ スプレ イにまだ数値がない場合）。

2. 関数ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

例

1. 4.5 を入力し ます （マウ スかキーボード を使用し ます）。

2. COS キーを ク リ ッ ク し ます。 マ ク ロ計算機には 0.99692 または -.2108 と表示されます。

1.1.2 複数値関数

複数値関数では、 計算の前に 2 つの値が計算機に入力されている必要があ り ます。 複数値関数には、 加算、 減算、 乗
算、 除算などがあ り ます。

複数値関数の使用方法は以下の とお り です。

1. 最初の値を入力し ます。

2. Enter を ク リ ッ ク し、 最初の値と 2 つめの値を区切 り ます。

3. 2 つめの値を入力し ます。

4. 関数ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

例

計算 : 入力 : 表示 :

8 + 6 8 ENTER 6 + 14.000

8 - 6 8 ENTER 6 - 2.000

8 * 6 8 ENTER 6  48.000

8 / 6 8 ENTER 6  1.333

それぞれ、 Enter ボタ ンを押すと最初の値が入力されます。 二つ目の値を入力し て、 関数 (function) ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。 こ こ で以下の こ と が起き ています。

• 関数ボタ ンを ク リ ッ クする前に、 両方の数字が計算機に存在し ています。

• Enter ボタ ンは、 順に入力し た 2 つの値を区切 り ます。 前の関数によ る数字がすでに計算機に表示されてい
る場合は、 Enter を ク リ ッ クする必要はあ り ません。

• 関数ボタ ンを押すと 即座に実行され、 結果が表示されます。

い く つかの例を以下に示し ます。

計算 : 入力 : 表示 :

12 * (10 - 6) 12 ENTER 10 ENTER 6 -  48.000
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1.1.3 自動ス タ ッ ク

自動ス タ ッ クは、 マ ク ロ計算機が中間結果を保有し てお く と こ ろです。 ス タ ッ クは、 レジス タ と呼ばれる 12 の記憶
場所から なっています。 ス タ ッ ク の底の値は、 常に表示されます。 入力し た り 、 関数の結果のすべての値は、 底のレ
ジス タに配置されます。

ス タ ッ ク の一番下のレジス タが X レジス タです。 X レジス タの真上が Y レジス タです。 キーは、 他の
ス タ ッ ク に影響を与えないで、 X と Y レジス タの数値を入れ換えます。 Figure 1- 2 に示すよ う に、 X レジス タデ ィ
スプレ イ を ク リ ッ クする と、 いつで も ス タ ッ ク を見る こ と ができ ます。

Figure 1-2  ス タ ッ ク の表示

単数値関数では、 ス タ ッ クは ド ロ ッ プ されません。 関数の結果は X レジス タに置かれ、 関数で操作された値に置き換
え られます。 複数値関数は、 実行される と常にス タ ッ ク が ド ロ ッ プ されます。 関数の結果は、 X レジス タに置かれま
す。 関数の結果は Ｘ レジス タに置かれ、 マ ク ロ計算機で使用された 2 つの数値はス タ ッ ク から削除されて ド ロ ッ プ
が実行されます。

5 * (8 - 2) / 3 8 ENTER 2 - 5  3 / 10.000

(9 - 3) * (3 / 
9)

9 ENTER 3 - 3 ENTER 9   2.000

625 / (20 + 5) 625 ENTER 20 ENTER 5 +  25.000

計算 : 入力 : 表示 :
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1.1.4 数値のス ト ア と リ コール

マ ク ロ計算機には、 00-99 の番号が付られた 100 の メ モ リ レジス タがあ り ます。 これらのレジス タは、 STO （ス ト ア）
と RCL （ リ コール） コマン ド を通じ てア ク セス し ます。 これらのコマン ド の動作には、 計算機の X レジス タ を使用
し ます。

注意 : RCL コマン ド はス タ ッ ク を リ フ ト し ますが、 STO コマン ド では リ フ ト し ません。

メ モ リ レジス タに値を ス ト アする方法は以下の通 り です。

1. 計算機にス ト アする値を入力し ます。

2. STO を ク リ ッ ク し ます。

3. 記憶場所 (00-99) を入力し ます。

4. 指定し た場所に値がス ト ア されます。

メ モ リ レジス タから値を リ コールする方法は以下の通 り です。

1. RCL を ク リ ッ ク し ます。

2. 記憶場所 (00 – 99) を入力し ます。

3. 指定された記憶場所の値は、 X レジス タに置かれます。

例
STO 05 X レジス タの値を記憶場所 05 にス ト ア
STO 29 X レジス タの値を記憶場所 29 にス ト ア
RCL 15 記憶場所 15 の値を X レジス タに配置
RCL 34 記憶場所 34 の値を X レジス タに配置

1.2 計算機コ マン ド

1.2.1 計算機のク リ ア

• ク リ アエン ト リ  - こ のボタ ンは、 前の入力に影響を与えずに表示 （X レジス タ） を ク リ ア し ます。 

• ク リ ア メ モ リ  -  こ のボタ ンは、 メ モ リ レジス タの内容を 0 に リ セ ッ ト し ます。 

• ク リ アプロ グ ラ ム - このボタ ンは、 プロ グ ラ ムテキス ト エデ ィ タのプロ グ ラ ムすべてを消去し ます。

1.2.2 表示の変更

• 固定 10 進表記法 - この表記法では、 計算機は指定された小数点以下の桁数にま るめられた数値を表示し ま
す。 小数点以下の桁数の表示を変更するには、 FIX を ク リ ッ ク し て小数点以下の桁数 (0-9) を入力し ます。

• 科学的記数法 - 科学的記数法 - この表記法では、 計算機は数値を小数点の左に 1 桁、 小数点の右に指定し
た桁数を表示し ます。 小数点以下の桁数の表示を変更するには、 SCI を ク リ ッ ク し小数点以下の桁数 (0-9)
を入力し ます。

• 指数表記 - こ のボタ ンで数値を指数形式  (A x 10
B
) で入力する こ と ができ ます。数値の 10 進 (A) 部分を入力

し、 EEX を ク リ ッ ク し て指数 (B) を タ イプし ます。
4 1.2  計算機コ マン ド



マク ロ計算機を使う
1.2.3 単数値関数

• 記号変更 - こ のボタ ンは、 X レジス タの記号を変更し ます。 

• 円周率 - このボタ ンは、 円周率の近似値 (3.14159...) を X レジス タに置き ます。 

• 逆数 - このボタ ンは、 X レジス タの逆数を計算し ます。 

• 平方 - このボタ ンは、 X レジス タの二乗を計算し ます。 

• 平方根 - このボタ ンは、 X レジス タの平方根を計算し ます。 

• 常用対数 - こ のボタ ンは、 X レジス タの対数 （底 10） を計算し ます。 

• 自然対数 - こ のボタ ンは、 X レジス タの対数 （底 e） を計算し ます。 

• 常用 Anti-log - このボタ ンは、 X レジス タの 10 のべき乗を計算し ます。 

• 自然 Anti-log - このボタ ンは、 X レジス タの e (2.7182...) のべき乗を計算し ます。 

1.2.4 ??? 関数

• 指数 - このボタ ンは、 Y レジス タの値を X レジス タで指定し たべき乗にし ます。 X が整数の場合、 Y の負
値のみ許可されます。

• 極から直交 - このボタ ンは、 X と Y レジス タの値 （R と φ） を直交座標 （X と Y） に変換し ます。 φ は、
計算機の設定によ り 度またはラ ジアンで表わせます。

• 直交から極 - このボタ ンは、 X と Y レジス タの値 （R と φ） を極座標 （X と Y） に変換し ます。 φ は、 計
算機の設定によ り 度またはラ ジアンで表わせます。

1.2.5 三角関数

• 正弦、 余弦、 正接 と 逆関数 - SIN , COS および TAN ボタ ンは、 X レジス タの値の適切な三角関数を計算し
ます。   Deg と Rad  ボタ ンは、 度またはラ ジアンで表示される値を決定し ます。 これらの関数を計算する前
に、 正しいモード が選択されているか確認し て く だ さい。 これらの関数のいずれかを選択する前に INV を
ク リ ッ クする と、 指定し た三角関数の逆関数が計算されます。

関数 逆関数

正弦 sin INV sin = sin
–1

余弦 cos INV cos = cos
–1

正接 tan INV tan = tan
–1
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1.3 計算機のプログラ ミ ング

こ のセ ク シ ョ ンでは、 マ ク ロの書き方のはじめから終わ り までのプロセス を説明し ます。 サンプルマ ク ロは、 マ ク ロ
を書 く と きに関連するい く つかのステ ッ プの実例に使用し ます。 よ り 上級のマ ク ロはこのセ ク シ ョ ンの最後に示し ま
す。 コマン ド の詳細については、 セ ク シ ョ ン 1.4 を参照し て く だ さい。

1.3.1 プログラムテキス ト エデ ィ タ

マクロ計算機の Edit Program ボタンをクリックすると、プログラムエディタが表示されます。プログラムテキスト
エディタを以下に示します (Figure 1- 3)。

Figure 1-3  プログラムテキストエディタ

こ のエデ ィ タは、 新しいマ ク ロ を作成し た り 既存のマ ク ロ を編集する ために使用し ます。 テキス ト の移動と配置のた
めに、 カ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト および検索コマン ド がサポー ト されています。 編集を終了し た ら、 OK を ク リ ッ ク
するか、 フ ァ イル > 閉じ る を選択する と マ ク ロの構文エラーが確認されます。 エラーが検索された場合は、 エデ ィ
タが再表示され、 エラーがハイ ラ イ ト 表示されます。 他のエ ラーを捜す場合は、 検索コマン ド を使用し て く だ さい。
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マク ロ計算機を使う
1.3.2  マク ロ作成の概要

マク ロのプ ラ ンニング
マ ク ロ作成の最初のステ ッ プは、 マ ク ロに何を実行させるかを正確に決める こ と です。 使用する コマン ド のい く つか
を書き留め、 データ ウ ィ ン ド ウにア ク セスする方法 （間接的にまたはベク ターコマン ド を使用し て） について考え る
こ と をお勧めし ます。 一般的なルール と し て、 数式入力を使用し て タ ス ク を実行できれば、 ベク ターア ド レ ッ シング
はマ ク ロに対し て通常通 り に動作し ます。 そ う でない場合は、 間接ア ド レ ッ シングを使用し ます。

最初の例では、 階乗を計算するマ ク ロ を書 く こ と が目標です。 値から継続し て 1 を減算し、 その結果を前の値の積に
よ って乗算し ます。 5 の階乗の例は 5*4*3*2*1 と な り ます。

マク ロの入力
プロ グ ラ ムを入力するには、 プロ グ ラ ムエデ ィ タ を表示する必要があ り ます。 プロ グ ラ ムのエデ ィ タ を表示するに
は、 Edit Program  を ク リ ッ ク し ます。 エデ ィ タにい く つかテキス ト が含まれている場合は、 フ ァ イル メ ニューから新
規を選択し て、 エデ ィ タの内容を消去し ます。 これで、 マ ク ロ を入力する準備が整いま し た。 サンプルマ ク ロは次の
とお り です。

階乗マ ク ロ - 階乗のマ ク ロ を以下に示し ます。 各コマン ド をエデ ィ タに入力し た後、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン
を続けます。 右側のコ メ ン ト は、 各コマン ド が何を行 う かを識別する ために示し ています。

"数値入力 " ; “数値入力 ” をアルフ ァ レジス タにコ ピー
STOa 1 ; アルフ ァ レジス タの内容をアルフ ァ メ モ リ にス ト ア
"階乗 " ; こ の文字列をダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用し ます
prmt 1 ; 階乗の値の入力を促すダ イ ア ロ グを表示

; そ し て、 メ モ リ レジス タ 01 に値を ス ト ア し ます
1 ; X レジス タに 1.0 を置 く
STO 02 ; メ モ リ レジス タ 02 に 1.0 を ス ト ア
LBL 00
RCL 01 ; X レジス タに メ モ リ レジス タ 01 の内容を リ コール
MUL 02 ; X レジス タ と レジス タ 02 の内容を掛け算
1 ; X レジス タに 1.0 を置 く
SUB 01 ; メ モ リ レジス タ 01 から 1.0 を引き算
RCL 01 ; X レジス タにレジス タ 01 の内容を リ コール
0.0 ; X レジス タに 0.0 を置 く
x < y ; 0.0 < ( メ モ リ レジス タ 01 の内容 ) かど う かテス ト
GTO 00 ; 真の場合 : LBL 00 へ
RCL 02 ; 偽の場合 : X レジス タに メ モ リ レジス タ 02 の内容を リ コール
STOP ; プロ グ ラ ムの実行を停止

※本マニュアルの例題プログラムをコピーして実行する場合は、ペースト後「""」引用符を再入力して下さい。

マク ロの実行
マ ク ロ計算機にプロ グ ラ ムを入力し た時点でマ ク ロが実行可能にな り ます。 プロ グ ラ ムエデ ィ タ を開いている場合
は、 OK を ク リ ッ クするか、 フ ァ イル > 閉じ る  を選択し て計算機に戻 り ます。 プロ グ ラ ムを実行するには Run を ク
リ ッ ク し ます。 STOP コマン ド に到達する まで、 プロ グ ラ ムが実行されます。 STOP コマン ド が検出されない場合は、
マ ク ロ を中止する前に他のコマン ド を求めて 1000 ステ ッ プのプロ グ ラ ム メ モ リ すべてが検索されます。

注意 : STOP コマン ド は、 マ ク ロの最後のプロ グ ラ ム ステ ッ プにあ る必要はあ り ません。 プロ グ ラ ム内で論理にか
なっていれば、 ど こにでも配置する こ と ができ ます。

階乗のプロ グ ラ ムを実行する と 、 Figure 1- 4 のダ イ ア ロ グが表示されます。
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Figure 1-4  入力ダイアログ

階乗の計算を行 う 値を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 プロ グ ラ ムが終了し て、 マ ク ロの結果は計算機のデ ィ スプレ
イに表示されます。

マク ロのデバッ グ
マ ク ロ を実行し て も、 その結果が期待どお り でない時も あ り ます。 そのよ う は場合は、 細か く プロ グ ラ ムを調べて、
問題の箇所を検索する こ と をお勧めし ます。 マ ク ロ計算機には、 プロ グ ラ ムのデバッ グを支援する 2 つのボタ ン
（SST および R/S） が用意されています。

• シングルステ ッ プ - このボタ ンは、 一度に 1 ステ ッ プずつプロ グ ラ ムを実行し ます。 SST を ク リ ッ クする こ
と で （またはスペースバー、 return、 enter キーを押すこ と によ って） 次のステ ッ プに進むこ と ができ ます。
プロ グ ラ ムの各ステ ッ プで、 X レジス タの現在の値が表示されます。 スペースバー、 return、 enter 以外の
キーがタ イプされる と、 プロ グ ラ ムは Run モード に切 り 替わ り 、 プロ グ ラ ムの残 り を実行し ます。

• 実行 / 停止 - こ のボ タ ンは、長いループをデバッ グするのに便利です。プロ グ ラ ム実行中に R/S コマン ド が
押される と、 計算機は Run モード から シングルステ ッ プモード に切 り 替わ り ます。 シングルステ ッ プモー
ド で通常通 り に継続でき ます。 スペースバー、 return、 enter 以外のキーがタ イプ される と、 プロ グ ラ ムは
Run モード に戻 り 、 プロ グ ラ ムの残 り の実行を続けます。

も う 一度階乗プロ グ ラ ム実行し ます。 ただし、 今度は Trace を ク リ ッ ク し た ら、 SST ボタ ンを使用し てステ ッ プス
ルーを実行し ます。 現在のステ ッ プは、 計算機のウ ィ ン ド ウでハイ ラ イ ト 表示され、 ステ ッ プの結果はデ ィ スプレ イ
に表示されます。

コ メ ン ト 行の追加
マ ク ロが正し く 実行された後は、 プロ グ ラ ムにコ メ ン ト を追加でき ます。 コ メ ン ト は、 プロ グ ラ ムの目的や各 メ モ リ
レジス タの用途を記述し て、 プロ グ ラ ムを よ り 理解しやす く する ために使用し ます。 プロ グ ラ ム ステ ッ プに置かれる
コ メ ン ト は、 そのステ ッ プが何を行っているかを正確に説明する必要があ り ます。

コ メ ン ト は、 マ ク ロのど こにでも セ ミ コ ロ ンを使用し て追加でき ます。 セ ミ コ ロ ンの後から キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターンの
出現までは、 コ メ ン ト と し て扱われます。

元のプロ グ ラ ムの右側にあ る コ メ ン ト のい く つかを追加し てみて下さい。 コ メ ン ト はコマン ド と 同じ行に も、 別の行
に も置 く こ と ができ ます。 以下に例を示し ます。

"数値入力 " ; この文字列 をアルフ ァ レジス タにコ ピー

マク ロの保存
マ ク ロが完成し た ら、 将来使用する ために保存する必要があ り ます。 保存ダ イ ア ロ グを表示するには、 プロ グ ラ ムエ
デ ィ タで、 フ ァ イル > 別名で保存を選択し ます。 プロ グ ラ ムに名前をつけた ら、 保存を ク リ ッ ク し て、 マ ク ロの作
成を完了し ます。
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1.3.3 サンプルマク ロ

こ のセ ク シ ョ ンでは、 階乗の例題よ り も さ らに高度なマ ク ロについて紹介し ます。 こ のマ ク ロでは、 ループ、 サブ
ルーチンおよび間接ア ド レ ス指定の使用方法を示し ます。 ほ と んどのプロ グ ラ ム ステ ッ プに、 そのコマン ド の動作に
関する説明のコ メ ン ト も加えてあ り ます。

ク リ アマ ク ロ - (1 列 )- このマ ク ロの目的は、 指定し たデータ列を ステ ッ プダウ ン し て、 マス ク されたデー
タ を含むセルを消去する こ と です。 プロ グ ラ ムの直後に、 プロ グ ラ ムがどのよ う に動作するかの説明があ
り ます。

; マ ク ロ : 1 列のマス ク されたデータ を含むセルを消去し ます。
;
CM ; 全ての メ モ リ レジス タ を ク リ ア

1 FIX 0 ; 小数点以下の桁数を指定
;
; 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス
alpha     " ク リ アする列 "
STOa 0 ; アルフ ァ レジス タ 0 にス ト ア
0.000000000e+00 ; デフ ォル ト 値を指定
STO 00
;
alpha     " ク リ アマ ク ロ - 1 列 "
inpt 1 ; 値の入力、 メ モ リ レジス タ 0 にス ト ア
;
; 保管場所
; 00 - 消去される列
; 02 - データ ウ ィ ン ド ウの行番号
; 03 - 列のカ ウ ン タ
; 04 - 行のカ ウ ン タ
; 06 - 行と列 # 10 進形式
;
FIX 6 ; 小数点以下の桁数を リ セ ッ ト
ibase ;1000 列全てにア ク セスする ために間接ア ド レ ス指定を許可

2 size ; データ ウ ィ ン ド ウのサイ ズを返す
STO 02 ; データ ウ ィ ン ド ウにあ る行番号を ス ト ア
RCL 00 ; 列番号を リ コール
STO 03  ;  列カ ウ ン タ をセ ッ ト
XEQ 50 ; 10 進形式のア ド レ ス を ス ト ア、 行カ ウ ン タ をセ ッ ト
;
LBL 20

3 RCLi 06 ; メ モ リ レジス タ 06 で指定し たセルからデータ を リ コール
test 2 ; マス ク されたデータセルのテス ト
CLRi 06 ; 06 で指定し たセルを ク リ ア
0.000000000e+00
DSE 04  ; カ ウ ン タから 1 を引き、 04 の内容 > 0.0 　 をテス ト

GTO 40  ; 真の場合 : 行番号を 1 増やす
STOP ; 偽の場合 : プロ グ ラ ムの停止
;

4 LBL 40
XEQ 70  ; 現在のア ド レ ス を増やす
GTO 20 ; Label 20 へ
;
LBL 50
RCL 03 ; 現在の列を リ コール
1.000000000e+03
/ ; 1000 で列を除算
STO 06 ; 10 進形式で列を ス ト ア
XEQ 60 ; 列カ ウ ン タ を リ セ ッ ト
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GTO 20
;
LBL 60
RCL 02
STO 04  ; 行カ ウ ン タ を リ セ ッ ト
RTN ; XEQ の後に次のステ ッ プに戻る
;
LBL 70
1.000000000e+00
ADD 06 ; ア ド レ ス を 1 で増やす
RTN ; XEQ の後に次のステ ッ プに戻る

1. プロ グ ラ ムの最初の部分の メ モ リ レジス タ を ク リ ア し、 Figure 1- 5 に示す入力ダ イ ア ロ グを生成し ます。
alpha および STOa コマン ド は、 入力値の隣に説明を置 く ために使用されます。 二つ目の alpha コマン ド は、
ダ イ ア ロ グのタ イ ト ルに使用されます。 inpt 1 コマン ド は、 入力された値が最初の メ モ リ レジス タ (00) にス
ト アする よ う プロ グ ラ ムに伝えます。

Figure 1-5  入力ダ イ ア ロ グ

2. プロ グ ラ ムの次の部分は、 データ ウ ィ ン ド ウのサイ ズを決定し て、 メ モ リ レジス タ 02 に行数を ス ト ア し ま
す。 ibase コマン ド は、 間接ア ド レ ス指定を 1000 列全てにア ク セスする こ と を許可し ます。 XEQ 50 コマン
ド は、 リ コールされる列番号を 1000 で割 り 、 メ モ リ レジス タ 06 にス ト ア し ます。 LBL 60 が実行される
と、 行カ ウ ン タの結果はデータ ウ ィ ン ド ウの行番号に等し く な る よ う にセ ッ ト されます。

3. LBL 20 の部分は、 プロ グ ラ ムの メ イ ン部分です。 このセ ク シ ョ ンは、 メ モ リ レジス タ 06 で指定されたセ
ルからデータ を リ コールし ます。 test 2 コマン ド は、 データがマス ク されているか確認し ます。 データがマ
ス ク されている と、 セルの内容は消去されます。 データがマス ク されていなければ、 プロ グ ラ ムは次の行
に移動し ます。 こ のセ ク シ ョ ンは、 カ ウ ン タの減少とデータ ウ ィ ン ド ウの最終行に達し ているかを確認す
る ために使用されます。 最終行に到達する と プロ グ ラ ムはス ト ッ プし、 そ う でなければ、 プロ グ ラ ムは動
作を継続し ます。

DSE 04 は、 毎回 1 ずつカ ウ ン タ を減少させます。 カ ウ ン タが 0 よ り 大きければ、 プロ グ ラ ムは LBL 40 に
ジ ャ ンプし、 次の行が読み込める よ う にア ド レ ス を 1 ずつ増加させます。 カ ウ ン タが 0 に等しい場合、
データ ウ ィ ン ド ウの最終行に達し ます。 カ ウ ン タが 0 に等しい時は、 STOP コマン ド に到達する ため、 プロ
グ ラ ムは次のステ ッ プ (GTO 40) を スキ ッ プし、 実行を中止し ます。

4. 全てのサブルーチンがプロ グ ラ ム本体の後に置かれている こ と に注意し て く だ さい。 この形式は一般的に、
構成の目的で使用されます。
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Figure 1- 6 は、 ク リ アマ ク ロが実行される前のサンプルデータセ ッ ト を示し ています。

Figure 1-6  実行前のデータ セ ッ ト

Figure 1- 7 は、 マ ク ロ実行後の結果を示し ています。

Figure 1-7  マ ク ロ実行後の結果
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1.3.4 マク ロ メ ニューにプログラムを追加

いったんプロ グ ラ ムを記述し た ら、 マ ク ロ メ ニューに追加し て、 後から使用する こ と ができ ます。 最大 100 のマ ク ロ
を一度に メ ニューにス ト アでき ます。 計算機内にマ ク ロが存在する場合、 それら をマ ク ロ メ ニューに追加する方法は
以下の とお り です。

1. マ ク ロ > マ ク ロの表示を選択し ます。 Figure 1- 8 のダ イ ア ロ グが表示されます。

Figure 1- 8  追加を ク リ ッ クする前のマ ク ロの表示ダ イ ア ロ グ

2. 計算機を ク リ ッ ク し て、 追加するマ ク ロの現在位置を指定し ます。

3. ダ イ ア ロ グ左側のマ ク ロ リ ス ト から マ ク ロの 1 つを選択し ます。 追加するマ ク ロは、 このマ ク ロの後に挿
入されます。

4. 追加を ク リ ッ ク し ます。 計算機と い う 名前がマ ク ロ リ ス ト に挿入されます。 これはマ ク ロに割 り 当て られ
るデフ ォル ト 名です。 こ のステ ッ プが完了する と、 ダ イ ア ロ グは Figure 1- 9 のよ う にな り ます。

Figure 1-9  追加を ク リ ッ ク し た後のマ ク ロの表示ダ イ ア ロ グ
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5. マ ク ロのデフ ォル ト 名を選択し ます。 名前はマ ク ロ リ ス ト の下にあ る名前フ ィ ール ド で編集する こ と がで
き ます。 

6. 別のマ ク ロ を選択するか、 OK を ク リ ッ クする と名前が変更されます。

1.3.5 マク ロの再編集

プロ グ ラ ムがマ ク ロ メ ニューにあれば、 これを読みだし て編集する こ と ができ ます。 マ ク ロがマ ク ロ メ ニ ューに追加
されていない場合は、 プロ グ ラ ムエデ ィ タの中から開 く こ と ができ ます。 ク リ アマ ク ロの例では、 列の範囲で動作で
き る よ う にプロ グ ラ ムを修正する こ と をお勧めし ます。

マ ク ロ を編集する手順は以下の とお り です。

1. マ ク ロ > マ ク ロの表示 を選択し ます。

2. 編集し たいマ ク ロの名前を選択し て、 編集 を ク リ ッ ク し ます。 テキス ト エデ ィ タにプロ グ ラ ムの ソース
コード が表示されます。 元のマ ク ロ を修正し た ら、 変更を保存し ます。 OK を ク リ ッ クするか、 フ ァ イル
> 閉じ る  を選択する と、 エデ ィ タが終了し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し て、 マ ク ロの表示ダ イ ア ロ グを終了し ます。

修正し たプロ グ ラ ムは以下の とお り です。 元のプロ グ ラ ムのほ と んどは完全な状態で残 り ます。 追加または変更され
た ものは、 ボール ド で表示されその前に番号がついています。 変更の説明がプロ グ ラ ムの リ ス ト に続き ます。

注意 : このサンプルマ ク ロ を使用し て、 列のセルを消去する以外に、 さ まざ まな操作を簡単に実行する こ と ができ ま
す。 列の範囲で実行する間接ア ド レ ス指定のための基本的なコマン ド が既に用意されています。

ク リ アマ ク ロ - ( 複数列 )

; マ ク ロ : 列の範囲にあ るマス ク されたデータ を含む任意のセルを消去し ます
;
CM ; 全ての メ モ リ レジス タ を ク リ ア
FIX 0 ; 有効桁数を指定
;
; 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス
alpha     " ク リ アする最初の列 "
STOa 0
0.000000000e+00
STO 00
alpha     " ク リ アする最後の列 "

1 STOa 1
1.000000000e+00
STO 01
alpha     " ク リ アマ ク ロ - 複数列 "
inpt 2
;
; Storage Locations

2 ; 00 - 最初の列が消去されます
; 01 - 最後の列が消去されます
; 02 - データ ウ ィ ン ド ウの行番号
; 03 - 列カ ウ ン タ
; 04 - 行カ ウ ン タ
; 06 - 10 進形式の行と列番号
;
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FIX 6 ; 有効桁数 の リ セ ッ ト
ibase ; 1000 列全てにア ク セスする ための間接ア ド レ ス指定を許可
size ; データ ウ ィ ン ド ウのサイ ズを返す
STO 02 ; データ ウ ィ ン ド ウの行数を ス ト ア
RCL 00 ; 列番号の リ コール
STO 03  ; 列カ ウ ン タのセ ッ ト
XEQ 50 ; 小数点形式で列を ス ト ア
;
LBL 10

3 XEQ 20
RCL 01 ; 最終列の値を リ コール
ISG 03  ; 1 で増分される カ ウ ン タで 03 の内容 <= 01
GTO 50  ; 真な らば、 列を増やし ます
STOP   ; 偽な らば、 プロ グ ラ ムを停止し ます
;
LBL 20
RCLi 06 ; メ モ リ レジス タ 06 の指定されたセルからデータ を リ コール
test 2 ; マス ク されたデータセルかをテス ト
CLRi 06 ; 6 で指定されたセルを ク リ ア
0.000000000e+00
DSE 04 ; 1 で減少する カ ウ ン タで 04 の内容 > 0.0
GTO 40 ; 真な らば、 行番号を 1 増やす

4 RTN
;
LBL 40
XEQ 70  ; カレ ン ト ア ド レ ス を増やす
GTO 20
;
LBL 50
RCL 03 ; カレ ン ト 列を リ コール
1.000000000e+03
/   ; 1000 で列を除算
STO 06  ; 小数点形式の列を ス ト ア
XEQ 60 ; 行カ ウ ン タの リ セ ッ ト

5 GTO 10
;
LBL 60
RCL 02
STO 04 ; 行カ ウ ン タの リ セ ッ ト
RTN
;
LBL 70
1.000000000e+00
ADD 06 ; ア ド レ ス を 1 で増分
RTN
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変更点の説明

1. 最初の alpha コマン ド は変更され、 列の値を得る ために別の alpha コマン ド が追加されま し た。 STOa コマ
ン ド が、 余分な alpha コマン ド を ス ト アする ために追加されま し た。 Inpt コマン ド は、 入力ダ イ ア ロ グに入
力された余分な値を ス ト アするために変更されま し た。 Figure 1- 10 は、 修正し たマ ク ロ を実行し た と きに
表示される ダ イ ア ロ グです。

Figure 1-10  修正し たマ ク ロの入力ダ イ ア ロ グ

2. 保管場所 00 は、 ク リ ア される最初の列の値を ス ト アする ために使用されます。 保管場所 01 は、 ク リ ア さ
れる最後の列の値を ス ト アする ために追加されま し た。

3. LBL 10 のコマン ド では、 列カ ウ ン タ を増分する ために使用されます。 プロ グ ラ ムは LBL 20 にジ ャ ンプし、
列の最後に到達する まで継続し ます。 プロ グ ラ ムは最後の列の値を リ コールする ために LBL 10 の内部を返
し、 列カ ウ ン タに対し てテス ト し ます。 カ ウ ン タが最後の列の値未満か等しい場合、 プロ グ ラ ムは LBL 50
にジ ャ ンプし て、 次の列の新しいア ド レ ス を ス ト ア し ます。 カ ウ ン タが最後の列よ り 大きい場合は、 プロ
グ ラ ムがス ト ッ プし ます。

4. STOP コマン ド が RTN (return) 文に変更されま し た。 これによ り 、 プロ グ ラ ムは列の最後の行に達し た と き
に、 LBL 10 の内部を返し ます。

5. ジ ャ ンプのターゲ ッ ト が LBL 20 から LBL 10 に変更されま し た。

Figure 1- 11 は、 修正された ク リ アマ ク ロ が実行される前のサンプルデータセ ッ ト です。

Figure 1-11  実行前のデータセ ッ ト
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Figure 1- 12 は、 ク リ アする最初の列を 0、 最後の列を 3 に指定し た ク リ アマ ク ロが実行された画面です。

Figure 1- 12  実行後のデータセ ッ ト

1.3.6 マク ロ メ ニューに変更を保存

マ ク ロ メ ニューに表示されるマ ク ロは、 デフ ォル ト マ ク ロ フ ァ イルから取得されます。 これらのマ ク ロが変更された
り 、 マ ク ロの追加や削除が行われた場合は、 次の方法の一つを使用し て変更をマ ク ロ フ ァ イルに保存する必要があ り
ます。

• フ ァ イル > プ リ フ ァ レ ン ス を選択し ます。 フ ァ イル設定タブを ク リ ッ ク し て、 マ ク ロポ ッ プア ッ プ メ
ニ ューから、 確認を選択し ます。 KaleidaGraph を終了する と き、 起動時に開かれたマ ク ロ フ ァ イルを上書
きするか確認する ダ イ ア ロ グが表示されます。

• フ ァ イル > プ リ フ ァ レ ン ス を選択し ます。 フ ァ イル設定タブを ク リ ッ ク し て、 マ ク ロポ ッ プア ッ プ メ
ニ ューから、 常に保存を選択し ます。 KaleidaGraph を終了する と き、 起動時に開かれたマ ク ロ フ ァ イルが
自動的に上書き されます。

• フ ァ イル > 書き出し > マ ク ロ を選択し て、 マ ク ロ フ ァ イルを保存し ます。 フ ァ イルは KGMacros と名前を
付けて、 KaleidaGraph アプ リ ケーシ ョ ン と同じ フ ォルダに保存する必要があ り ます。
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1.4 プログラムコ マン ド

1.4.1 制約事項

各コマン ド に関連付け られた制約を指定する ために、 ほ と んどのコマン ド の後ろに n 、 nn または nnn のいずれかが
存在し ます。 コマン ド に n が続 く 場合、 n の値は、 0 から 9 までの範囲で指定でき ます。 コマン ド に nn が続 く 場合、
nn の値は、 0 から 99 までの範囲で指定でき ます (1 から 6 までの範囲で指定でき る inpt コマン ド を除 く )。 コマン ド
に nnn が続 く 場合、 nnn の値は、 0 から 999 までの範囲で指定でき ます。

間接ア ド レス指定の制約事項
間接ア ド レ ス指定では、 計算に使用する行と列のア ド レ ス数を指定でき ます。 ア ド レ ス数は、 メ モ リ レジス タにス ト
ア されます。 整数部分の数は、 行ア ド レ ス、 少数部分の数は、 列ア ド レ スです。 た と えば、 メ モ リ レジス タに 9.03
がス ト ア されていた場合、 間接ア ド レ ス関数は、 9 行 3 列のデータセルで動作し ます。

ibase コマン ド がマ ク ロにあ る場合、 列ア ド レ スは .000 から .999 までの範囲で指定でき ます。 ibase コマン ド がマ ク ロ
にない場合は、 列ア ド レ スは .00 から .99 までの範囲指定にな り ます。 ibase コマン ド の詳細については、 セ ク シ ョ ン 
1.4.6 を参照し て く だ さい。

注意 : 全てのア ド レ ス計算は、 データ選択し た先頭を基準にし ています。

1.4.2 定数

数字を入力するだけで、 定数をマ ク ロ内で使用する こ と ができ ます。 プロ グ ラ ム実行中に定数が検索された場合、 そ
の数字は、 X レジス タに置かれます。 定数は、 一般的にダ イ ア ロ グでデフ ォル ト 値を設定する ために使用し ます。

デフ ォル ト では定数は倍精度です。 単精度の数字にし たい場合は、 数字の前に const を置いて く だ さい。

例
35.958145799 ; この定数は倍精度です
const 35.9581 ; この定数は単精度です

1.4.3 プログラム制御とループ

プログラムラベル

• LBL nn - 00 から 99 まで番号付け られた 100 のプロ グ ラ ム ラベルがあ り ます。 ラベルは、 一連のプロ グ ラ
ム ステ ッ プ開始時のマーカーと し て、 また前方や後方へのプロ グ ラ ムジ ャ ンプのためのターゲ ッ ト と し て
使用し ます。

例
LBL 40 ; このラベルは、 ステ ッ プのグループの始ま り を示し ています
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ジャ ンプ

• GTO nn - このコマン ド は、 プロ グ ラ ムの別の部分に分岐する ために使用し ます。 GoTo(GTO nn ) コマン ド
が検出される と、 プロ グ ラ ムは LBL nn にジ ャ ンプし、 そ こから実行を継続し ます。

• GTOi nn - こ のコマン ド は、 GoTo コマン ド の別の形式です。 間接ジ ャ ンプ (GTOi nn ) は、 指定し た メ モ リ
レジス タの値を読み、 ジ ャ ンプのターゲ ッ ト ラベル と し て使用し ます。 このコマン ド は、 プロ グ ラ ムの実
行中にジ ャ ンプのターゲ ッ ト を変更する こ と ができ ます。

例
GTO 20 ; プロ グ ラ ムを LBL20 にジ ャ ンプ させて実行を継続し ます。
GTOi 15 ; レジス タ 15 にあ る値のラベルにジ ャ ンプし、 実行を続けます。

サブルーチンの呼び出し

• XEQ nn - 実行コマン ド (XEQ nn) は、 GoTo 文に似ています。 GoTo コマン ド と同様に、 XEQ コマン ド はプ
ロ グ ラ ムの別の部分に分岐し、 実行を継続し ます。 しかし、 リ ターン コマン ド (RTN) が見つかる と、 プロ
グ ラ ムは元の実行コマン ド に続いて即座にプロ グ ラ ム ステ ッ プに戻 り ます。

• XEQi nn - このコマン ド は、 XEQ 文の別の形式です。 両者の違いは、 XEQi は指定し た メ モ リ レジス タの値
を読み、 その値をサブルーチンのターゲ ッ ト ラベル と し て使用する こ と です。 プロ グ ラ ムは リ ターン コマ
ン ド (RTN ) を検出する まで、 そのポイ ン ト から実行を続けます。 それから、 元の XEQi コマン ド に続いて
即座にプロ グ ラ ム ステ ッ プに戻 り ます。 こ の命令では、 プロ グ ラ ムの実行中にターゲ ッ ト のサブルーチン
を修正でき ます。

例
XEQ 70 ; LBL 70 に分岐し、 RTN が見つかる まで継続し ます
XEQi 20 ; メ モ リ レジス タ 20 で指定し た値のラベルに分岐し ます

注意 : RTN を見つける前に、 最大 20 の XEQ/XEQi 文を入れ子にでき ます。

ループ

• ISG nn - increment and skip if greater (ISG nn) コマン ド は、 プロ グ ラ ムでループするのに便利です。 この関数
は指定し た メ モ リ レジス タ (nn) の値を 1.0 で増分し、 X レジス タの値に対し てテス ト し ます。 メ モ リ レジ
ス タの値が X レジス タ以下の場合は、 次のプロ グ ラ ム ステ ッ プが実行されます。 その値が X レジス タ よ り
大きい場合は、 次のプロ グ ラ ム ステ ッ プがスキ ッ プ されます。

• DSE nn - decrement and skip if equal (DSE nn) コマン ド は、 プロ グ ラ ムでループするのに便利です。 この関数
は指定し た メ モ リ レジス タ (nn) の値を 1.0 で減少し、 X レジス タの値に対し てテス ト し ます。 メ モ リ レジ
ス タの値が X レジス タ よ り 大きい場合は、 次のプロ グ ラ ム ステ ッ プが実行されます。 その値が X レジス タ
以下の場合は、 次のプロ グ ラ ム ステ ッ プはスキ ッ プ されます。
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次の例では Section 1.3.2 の階乗プロ グ ラ ムを示し ます。 これは ISG と DSE コマン ド を含める よ う 修正され
ま し た。 元のプロ グ ラ ム と 2 つの新しいプロ グ ラ ムを以下に示し ます。

元のプログラム ISG コマンド DSE コマンド

“数値入力 ” “数値入力 ” “数値入力 ”

STOa 1 STOa 1 STOa 1

“階乗 ” “階乗 ” “階乗 ”

prmt 1 prmt 1 prmt 1

1 1 1

STO 02 STO 02 STO 02

LBL 00 STO 03 LBL 00

RCL 01 LBL 00 RCL 01

MUL 02 RCL 02 MUL 02

1 MUL 03 0.0

SUB 01 RCL 01 DSE 01

RCL 01 ISG 02 GTO 00

0.0 GTO 00 RCL 02

x < y RCL 03 STOP

GTO 00 STOP

RCL 02

STOP
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Entry と Exit サブルーチン
entry と  exit 関数は、 マ ク ロの初期化やマ ク ロ実行後の ク リ ーンア ッ プに役立ちます。 これらのコマン ド は、 end コマ
ン ド と一緒に使用され、 マ ク ロの開始または終了時にだけ実行される特別なサブルーチンを定義し ます。 これらの関
数はマ ク ロの終わ り の STOP コマン ド の後に配置する必要があ り ます。

以下の階乗の例は entry と exit コマン ド の使用方法を示し ます。

階乗の例題

LBL 00
RCL 01 ; メ モ リ レジス タ 01 の内容を リ コール
MUL 00 ; 00 の内容と X レジス タ を掛け る
0.0
DSE 01 ; 01 の内容 > 0.0 かど う かをテス ト
GTO 00 ; 真の場合 : LBL 00 へ
STOP ; 偽の場合 : プロ グ ラ ムの停止

entry ; こ の部分は、 他よ り 前に実行されます
“数値入力 ” ; この文字をアルフ ァ レジス タに置 く
STOa 1 ; 文字をアルフ ァ メ モ リ 1 にス ト ア
“階乗 ” ; こ の文字をダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用
prmt 1 ; ユーザーに数値入力を促す
1
STO 00 ; メ モ リ レジス タ 00 に 1.0 を ス ト ア
end ; entry 関数の終了

exit ; こ の部分は、 STOP コマン ド が到達後に実行されます
RCL 00 ; マ ク ロの結果を リ コール
“結果 =” ; この文字を出力ダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用し ます
view 1 ; マ ク ロの結果を表示 ( メ モ リ レジス タ 00)
end ; xit 関数の終了
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1.4.4 条件テス ト

条件テス ト では、 プロ グ ラ ム実行中にユーザーの意思決定が可能です。 基本形式を以下に示し ます。

If （条件テス ト が真な らば） 
（次の命令文を実行）

else
（次のステ ッ プを スキ ッ プし、 後に続 く 命令文にジ ャ ンプ）

条件テス ト は、 次の命令文を実行するかスキ ッ プするかを決める ために使用されます。 この命令文は、 任意の有効な
コマン ド にな り ます。 条件テス ト の全ての リ ス ト は以下の とお り です。

• x > y X レジス タ > Y レジス タ な らば真

• x < y X レジス タ < Y レジス タ な らば真

• x <= y X レジス タ <= Y レジス タ な らば真

• x >= y X レジス タ >= Y レジス タ な らば真

• x != y X レジス タが Y レジス タ と等し く なければ真

• x = y X レジス タ = Y レジス タ な らば真

例
RCL 05 ; メ モ リ レジス タ 05 の内容を リ コール
RCL 06 ; メ モ リ レジス タ 06 の内容を リ コール
x > y ; 06 の値が 05 の値よ り 大きいかテス ト
GTO 20 ; 真 - こ の命令文を実行、 偽 - 次のステ ッ プに進む
GTO 80

注意 : マ ク ロで これらのコマン ド を使用するには、 プロ グ ラ ムエデ ィ タに正し く 入力されていなければな り ません。
KaleidaGraph がコマン ド を認識する ために、 x の後、 y の前にスペース を入力する必要があ り ます。
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1.4.5 ブール関数

ブールテス ト
ブールテス ト は、 X と Y レジス タの値が比較される点で条件テス ト に似ています。 しかし、 ブールは比較の結果 (0=
偽 , 0 以外 = 真 ) を X レジス タに置き、 ス タ ッ ク から元の X と Y の値を ド ロ ッ プする点が異な り ます。 ブールテス ト
の全ての リ ス ト は以下の とお り です。

• bool 0 y > x Y レジス タ > X レジス タ な らば真

• bool 1 y >= x Y レジス タ >= X レジス タ な らば真

• bool 2 y < x Y レジス タ < X レジス タ な らば真

• bool 3 y <= x Y レジス タ <= X レジス タ な らば真

• bool 4 y = x Y レジス タ = X レジス タ な らば真

• bool 5 y != x Y レジス タが X レジス タ と等し く なければ真

• bool 6 y || x Y レジス タ or X レジス タが真な らば真

• bool 7 y && x Y レジス タ and X レジス タが真な らば真

その他のブールコ マン ド

• BMv nnn (Boolean mask vector) - X レジス タのブール値が真 (0 以外 ) な らば、 列 nnn のカレ ン ト 行がマス ク
されます。

• BUv nnn (Boolean unmask vector) - X レジス タのブール値が真 (0 以外 ) な らば、 列 nnn のカレ ン ト 行がマス
ク解除されます。

• ifelse - このコマン ド は、 ス タ ッ ク の一番下の 3 つのレジス タ、 ブール、 Y と X を使用し ます。 ブールが真
(0 以外 ) な らば、 Y レジス タの値は X レジス タに置かれます。 ブールが偽 (0) な らば、 X レジス タの値は変
わ り ません。 他のすべてのレジス タは、 ス タ ッ ク から ド ロ ッ プされます。

例

RCL 05 ; メ モ リ レジス タ 05 の内容を リ コール
RCL 06 ; メ モ リ レジス タ 06 の内容を リ コール
bool 4 ; 06 の値が 05 の値 と等しいかど う かをテス ト し ます
BMv 109 ; 上記のブールテス ト が真な らば列 109 のカレ ン ト 行をマス ク し ます
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1.4.6 データウ ィ ン ド ウのア ド レス指定

間接ア ド レス指定

• ibase - デフ ォル ト 範囲の 100 列を超え る列をア ド レ ス指定するには、 ibase コマン ド を使用する必要があ り
ます。 こ のコマン ド を使用する場合は、 間接ア ド レ スの列の部分は .0 から .999 の範囲を と り ます。 こ のコ
マン ド はマ ク ロのど こ でも使 う こ と ができ、 一度使用するだけで十分です。

データのリ コール

• RCL nn - メ モ リ レジス タ nn から値を リ コールし、 その値を X レジス タに置き ます。

• rclr nn - relative recall (rclr nn) は、 メ モ リ レジス タ nn で指定された ターゲ ッ ト メ モ リ レジス タから値を読み
込みます。 この値は、 X レジス タに置かれます。

• RCLv nnn - こ の関数は、 行方向で選択し たデータからデータ を リ コールするのに使用し ます。 プロ グ ラ ム
は、 選択範囲の行ご と に一度だけ評価されます。 こ のコマン ド はマス ク されたデータセルを ス キ ッ プし ま
す。

• RCLi nn - このコマン ド は、 メ モ リ レジス タ nn で指定し たア ド レ スからデータ値を リ コールし ます。 その
数の整数部分は、 行ア ド レ ス と し て使用され、 端数部分は列番号です。 例えば、 メ モ リ レジス タが 9.03 を
ス ト ア し ている と、 RCLi コマン ド は 9 行 3 列のデータ値を返し ます。

例
RCL 08 ; メ モ リ レジス タ 08 の値を リ コール
rclr 20 ; 20 で指定し た メ モ リ レジス タから値を リ コール
RCLv 000 ; 行方向で選択し た最初の列を リ コール
RCLi 05 ; 05 で指定し たア ド レ スからデータ を リ コール

• getcell - 特定のア ド レ スにあ るセルの値を取得し、 X レジス タにその値を置き ます。 このア ド レ スは、 ス
タ ッ ク の下にあ る 2 つのレジス タ (X と  Y) で指定し ます。 列ア ド レ スの値は 1000 未満でなければな らず、
ス タ ッ ク の下 (X) に配置されます。 行ア ド レ スの値は、 その上のス タ ッ ク (Y) に置かれます。 このコマン ド
が実行される と、 ス タ ッ ク から ア ド レ スが削除され、 セルから読み出された値は、 X レジス タに置かれま
す。

例

45 ; 最初の値は、 ス タ ッ クに置かれます。 これは行ア ド レ ス (Y) です
110 ; 次の値は、 ス タ ッ ク に置かれます。 これは列ア ド レ ス (X) です
getcell ; 行 45、 列 110 のセルの値を X レジス タに置き ます

注意 : マ ク ロが存在し ない行や列の番号を リ コールし よ う と し た場合、 作成されていない位置を指定し た と い う メ ッ
セージ と と もに中断し ます。
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データのス ト ア

• STO nn - X レジス タの値を メ モ リ レジス タ nn にス ト ア し ます。

• stor nn - relative store (stor nn ) は X レジス タの値を メ モ リ レジス タ nn で指定し た ターゲ ッ ト の メ モ リ レジ
ス タに置き ます。

• STOv nnn - このコマン ド は、 ベク ト ル計算の結果を ス ト アするのに使用し ます。 その結果は、 列 nnn に行
ご と にス ト ア されます。 特別なケース と し て、 STOv コマン ド の直前にアルフ ァ コマン ド が置かれた場合、
テキス ト 文字は出力列に書き込まれ、 与え られた列は、 テキス ト と し てフ ォーマ ッ ト されます。

• STOi nn - このコマン ド は X レジス タの値を メ モ リ レジス タ nn で指定し たア ド レ スにス ト ア し ます。 こ の
数の整数部分は、 行ア ド レ ス と し て使用され、 端数部分は、 列番号です。 特別なケース と し て、 STOi のコ
マン ド の直前にアルフ ァ コマン ド が置かれた場合、 テキ ス ト 文字は、 出力列に書き込まれます。 与え られ
た列は、 テキス ト と し てフ ォーマ ッ ト されます。

例
STO 12 ; X レジス タの値を メ モ リ レジス タ 12 にス ト ア
stor 22 ; 22 で指定し た メ モ リ レジス タに、 X レジス タ を ス ト ア し ます
STOv 101 ; データ ウ ィ ン ド ウの列 101 の結果を ス ト ア し ます
STOi 15 ; メ モ リ レジス タ 15 で指定し たア ド レ スに、 X レジス タ を ス ト ア し ます
"Pass" ; この文字列はアルフ ァ レジス タ内に置かれます
STOv 10 ; 列 10 にテキス ト 文字 "Pass" を置き、 与え られた こ の列は、 テキ ス ト 列と し て

フ ォーマ ッ ト されます

• setcell - 特定ア ド レ スのセルに X レジス タの値を ス ト ア し ます。 ス ト ア される値は、 ス タ ッ ク の一番下の
レジス タ (X) です。 こ のア ド レ スは、 ス タ ッ クの次の 2 つのレジス タ ( Y と  Z) で指定されます。 列ア ド レ
スの値は、 1000 未満でなければな らず、 Y レジス タに配置されます。 行ア ド レ スの値は、 Z レジス タに置
かれます。 コマン ド を実行する と、 ア ド レ スはス タ ッ ク から取 り 除かれ、 X レジス タは影響を受けずに残
されます。

例
35 ; 最初の値は、 ス タ ッ クに置かれます。 これは行ア ド レ ス (Z) です
112 ; 次の値がス タ ッ ク に置かれます。 これは、 列ア ド レ ス (Y) です
13.98 ; ス ト ア される値は、 X レジス タのス タ ッ ク に置かれます
setcell ; 行 35、 列 112 のセルに 13.98 を置き ます

注意 : プロ グ ラ ムが作成されていない行または列に数値を ス ト ア し よ う と する と、 データ ウ ィ ン ド ウが拡張されま
す。 ただし、 これはデータ ウ ィ ン ド ウの最大列数 (1000) と利用可能な メ モ リ 量に制限されます。
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エ ラー条件
エラーをテス ト する コマン ド が 3 つ用意されています。 最初のテス ト は、 プロ グ ラ ム実行中のエ ラーを検出するのに
使用し ます。 他のふたつのテス ト は、 recall indirect (RCLi) コマン ド エラーの検出に使用し ます。

• test 0 - プロ グ ラ ムの実行中にいかな る タ イプのエラーも発生し ない場合には、 こ のテス ト は真です。 一度
こ のフ ラ グがセ ッ ト される と、 プロ グ ラ ムが停止する まで リ セ ッ ト する こ と ができ ません。

• test 1 - このテス ト は、 計算の値を使用する前にデータセルが数値を含んでいるかど う か判断する ために使
用し ます。 このテス ト は、 最後の RCLi コマン ド が空のセルからデータ を読み込も う と し た場合に真です。
次の RCLi 命令が実行された時に、 フ ラ グは リ セ ッ ト されます。

• test 2 - このテス ト は、 計算の値を使用する前にデータセルがマス ク されているかど う かを判断する ために
使用し ます。 このテス ト は、 最後の RCLi コマン ド がマス ク されたセルからデータ を読み込も う と し た場合
に真です。 次の RCLi 命令が実行される と、 フ ラ グは リ セ ッ ト されます。

例
RCLi 06 ; メ モ リ レジス タ 06 で指定し たセルからデータ を リ コール
test 2 ; データがマス ク されているかど う かを判断
GTO 30 ; データがマス ク されていれば、 ラベル 30 へ
XEQ 50 ; データがマス ク されていなければ、 ラベル 50 を実行

データ セルのク リ ア

• CLRv nnn - こ のコマン ド はベク ト ル計算中にカレ ン ト セルを ク リ ア し ます。 このコマン ド を使用し たマ ク
ロは、 選択し たデータで行ご と に繰 り 返し実行されます。

• CLRi nn - このコマン ド は メ モ リ レジス タ nn のア ド レ スで指定し たセルを ク リ ア し ます。 この数値の整数
部分は、 行ア ド レ ス と し て使用され、 数値の端数部分は列番号です。

例
CLRv 202 ; 列 202 のカレ ン ト セルの内容を ク リ ア
CLRi 08 ; メ モ リ レジス タ 08 のア ド レ スで指定し たセルを ク リ ア

データのマスク / マスク解除

• Mv nnn - このコマン ド はベク ト ル計算中にカレ ン ト セルをマス ク し ます。 このコマン ド を使用するマ ク ロ
は、 選択し たデータで行ご と に繰 り 返し実行されます。

• UMv nnn - こ のコマン ド はベク ト ル計算中にカレ ン ト セルをマス ク解除し ます。 このコマン ド を使用するマ
ク ロは、 行ご と に繰 り 返し実行されます。

• Mi nn - こ のコマン ド は メ モ リ レジス タ nn のア ド レ スで指定し たセルをマス ク し ます。 この数値の整数部
分は、 行ア ド レ ス と し て使用され、 数値の端数部分は列番号です。

• UMi nn - このコマン ド は メ モ リ レジス タ nn のア ド レ スで指定し たセルをマス ク解除し ます。 この数値の整
数部分は、 行ア ド レ ス と し て使用され、 数値の端数部分は列番号です。

例
Mv 109 ; 列 109 のカレ ン ト セルをマス ク
UMv 200 ; 列 200 のカレ ン ト セルをマス ク解除
Mi 18 ; メ モ リ レジス タ 18 のア ド レ スで指定し たセルをマス ク
UMi 12 ; メ モ リ レジス タ 12 のア ド レ スで指定し たセルをマス ク解除
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その他のコマン ド

• index - index コマン ド は、 ベク ト ルア ド レ ス指定を使 う マ ク ロで使用し ます。 カレ ン ト 行のイ ンデッ ク ス番
号を計算で参照でき る よ う にし ます。 イ ンデッ ク ス番号は、 データ選択の先頭を基準にし ています。 イ ン
デッ ク ス コマン ド は選択し た最初の行に 0 の値を返し ます。

• size - size コマン ド はカレ ン ト なデータ選択の行列数を決定し ます。 選択が存在し なければ、 データ ウ ィ ン
ド ウ全体のサイ ズが決定されます ( 空白の行列を含む )。 行数は、 X レジス タに置かれ、 列数は Y レジス タ
に置かれます。

1.4.7 文字列の使用

マ ク ロ計算機では 1 つのプロ グ ラ ムで 100 までの文字列を許容されます。 文字列はデータ ウ ィ ン ド ウの列名、 入力を
促す確認、 または出力表示のラベルに使用し ます。

文字列は 31 文字まで使用でき ます。 文字列の最初 と最後に、 二重引用符 (") を使用する必要があ り ます。

例
" ク リ アする最初の列 "     ; 文字列のサンプル

アルフ ァ レジス タは、 文字列の使用における重要な要素です。 アルフ ァ レジス タは、 文字列の一時的な記憶場所で
す。 プロ グ ラ ムの実行中に文字列が検出される と 、 文字列はアルフ ァ レジス タに置かれます。

注意 : アルフ ァ レジス タ と その メ モ リ ロ ケーシ ョ ンは、 通常データの メ モ リ ロ ケーシ ョ ン と 計算機ス タ ッ ク から独立
し ています。 データ ウ ィ ン ド ウから文字列を読み書きする こ と が可能です。 データ ウ ィ ン ド ウから リ コール
されたテキス ト は、 アルフ ァ レジス タにス ト ア され、 データ ウ ィ ン ド ウに置かれる テキス ト は、 アルフ ァ レ
ジス タから書き込まれます。

• STOa n - STOa コマン ド は、 文字列がアルフ ァ レジス タに置かれる と これを ス ト ア し ます。 文字列は、 0 か
ら 9 までのアルフ ァ メ モ リ ロ ケーシ ョ ンのいずれかにス ト ア されます。

• RCLa n - RCLa コマン ド は特定のアルフ ァ メ モ リ ロ ケーシ ョ ンの内容を リ コールし、 その文字列をアルフ ァ
レジス タに置き ます。

• Ncol nnn - こ のコマン ド は、 ア ク テ ィ ブなデータ ウ ィ ン ド ウのデータ列に名前を付ける ために使用し ます。
列番号 (0-999) の指定及び選択し た列は、 アルフ ァ レジス タの内容で リ ネーム されます。

例
"月 " ; この文字はアルファレジスタに置かれます
STOa 1 ; 文字をアルフ ァ メ モ リ ロ ケーシ ョ ン 1 にス ト ア し ます
RCLa 1 ; アルフ ァ メ モ リ 1 の内容をアルフ ァ レジス タに リ コールし ます
Ncol 120 ; 列 120 の名前をアルフ ァ レジス タの内容に リ ネーム し ます

• sload - このコマン ド は、 アルフ ァ文字列または RCLa コマン ド で指定されたプロ ッ ト ス ク リ プ ト を ロー ド
し ます。 ス ク リ プ ト は、 起動デ ィ レ ク ト リ ( プロ グ ラ ム、 ス タ イルまたはマ ク ロ )、 またはカレ ン ト セ ッ
シ ョ ン中にロード し たス ク リ プ ト の最後のデ ィ レ ク ト リ から ロード されます。

• srun - このコマン ド は、 カレ ン ト のプロ ッ ト ス ク リ プ ト を実行し ます。

例
"Script5" ; この文字列はプロ ッ ト ス ク リ プ ト の名前です
sload ; プロ ッ ト ス ク リ プ ト のロード
srun ; カレ ン ト のプロ ッ ト ス ク リ プ ト を実行

1.4.8 入力と出力

• prmt n - prmt コマン ド は実行中にマ ク ロに 1 つの値を入力する ために使用し ます。 プロ グ ラ ムが実行され
る度に変わる情報や定数があ る場合に、 こ のコマン ド は役に立ちます。

こ のプロ ンプ ト コマン ド が実行される と、 タ イ ト ル付きのダ イ ア ロ グ、 プロ ンプ ト の文字列および編集
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フ ィ ール ド が表示されます。 フ ィ ール ド にはデフ ォル ト 値が表示され、 この値は変更する こ と ができ ます。
デフ ォル ト 値は、 prmt コマン ド を実行された と きにア ク セスする同じ メ モ リ レジス タに値を ス ト アする こ
と によ って定義でき ます。

Figure 1- 13 は階乗マ ク ロの以下の部分が実行された と きに表示される ダ イ ア ロ グです。

"数値入力 " ; アルフ ァ レジス タに文字列を入力
STOa 2 ; アルフ ァ レジス タ をアルフ ァ メ モ リ 2 にス ト ア
5.0 ; これはダ イ ア ロ グに表示されるデフ ォル ト 値です
STO 02 ; この値をメモリレジスタ 02 にストア
"階乗 " ; この文字列はダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用されます
prmt 2 ; ユーザに値の入力を促し ます。 その値を レジス タ 02 にス ト ア
( 以下残 り のマ ク ロ )

Figure 1- 13  プロ ンプ ト ダ イ ア ロ グ

こ のコマン ド は、 アルフ ァ レジス タ、 アルフ ァ メ モ リ ロ ケーシ ョ ン、 数値 メ モ リ ロ ケーシ ョ ンの内容を使
用し ます。 アルフ ァ レジス タの内容は、 ダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用し、 アルフ ァ メ モ リ n は、 プロ
ンプ ト 文字列 と し て使用されます。 OK を ク リ ッ クする と、 ダ イ ア ロ グに入力された値がデータ メ モ リ ロ
ケーシ ョ ン n に置かれます。 そのため、 最初の 10 のデータ メ モ リ レジス タ ( 0- 9) は、 10 のアルフ ァ メ モ
リ ( 0 - 9 ) と一致し ます。
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• inpt n - inpt 関数もプロ グ ラ ムに入力を提供する ために使用し ます。 プロ ンプ ト コマン ド に比べてコマン ド
は、 一度に 6 つの異な る値を入力でき る点が優れています。

inpt コマン ド を実行する と、 ダ イ ア ロ グにタ イ ト ル と、 6 つまでの異な る文字列、 数値フ ィ ール ド が表示さ
れます。 各フ ィ ール ド にはデフ ォル ト 値が表示され、 この値は変更する こ と ができ ます。 右側のフ ィ ール
ド に対応する メ モ リ レジス タのデータに定数を ス ト アする こ と で、 デフ ォル ト 値を定義する こ と ができ ま
す。

Figure 1- 14 は以下の ク リ アマ ク ロが実行された と き表示される ダ イ ア ロ グです。
マ ク ロ全体についてはセ ク シ ョ ン 1.3.5 を参照し て く だ さい。

“ ク リ アする最初の列 ” ; アルフ ァ レジス タに文字列を入力
STOa 0 ; アルフ ァ レジス タ 0 にス ト ア
0.0 ; デフ ォル ト 値を入力
STO 00 ; レジス タ 00 にデフ ォル ト 値を ス ト ア
“ ク リ アする最後の列 ” ; アルフ ァ レジス タに文字列を入力
STOa 1 ; アルフ ァ レジス タ 1 にス ト ア
1.0 ; デフ ォル ト 値を入力
STO 01 ; レジス タ 01 にデフ ォル ト 値を ス ト ア
“ ク リ アマ ク ロ - 複数列 ” ; アルフ ァ レジス タにタ イ ト ル文字列を入力
inpt 2 ; 2 つの値を入力。 レジス タ 00 と 01 にス ト ア し ます
( 以下残 り のマ ク ロ )

Figure 1- 14  入力ダ イ ア ロ グ

こ のコマン ド はアルフ ァ レジス タの内容を使用し て、 6 つのアルフ ァ とデータ メ モ リ ロ ケーシ ョ ン (0-5) で
を使用し ます。 ダ イ ア ロ グのタ イ ト ルは、 アルフ ァ レジス タの内容から採用されます。 アルフ ァ メ モ リ ロ
ケーシ ョ ンの内容は、 デフ ォル ト 値を含むフ ィ ール ド の右に表示されます。 OK を ク リ ッ クする と 、 ダ イ ア
ロ グに入力された値は、 適切なデータ メ モ リ レジス タに配置されます。

注意 : inpt コマン ド については、 n の値は 1 から 6 の間でなければな り ません。
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• view n - view コマン ド は計算結果を表示するのに役立ちます。 9 つまでの変数が一度に表示でき ます。

こ のコマン ド を実行する と、 タ イ ト ル と最大 9 つの異な る出力値を含むダ イ ア ロ グが表示されます。 それ
ぞれの出力変数は、 その意味を記述する ための文字列を持つこ と もでき ます。 出力値は、 メ モ リ レジス タ
00 から 08 までにス ト ア され、 文字列は、 これに対応する アルフ ァ メ モ リ ロ ケーシ ョ ンにス ト ア されます。
ダ イ ア ロ グのタ イ ト ルは、 アルフ ァ レジス タから採用されます。

Figure 1- 15 は入力ダ イ ア ロ グで、 Figure 1- 16 は以下の階乗マ ク ロが実行された と きの出力ダ イ ア ロ グです。

“数値入力 ” ; 文字列をアルフ ァ レジス タに入力
STOa 1 ; アルフ ァ レジス タ をアルフ ァ メ モ リ 1 にス ト ア
“階乗 ” ; この文字列はダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用されます
prmt 1 ; ユーザーに値の入力を促し ます。 これを レジス タ 01 にス ト ア
1
STO 00 ; メ モ リ レジス タ 00 に 1 を ス ト ア
LBL 00
RCL 01 ; レジス タ 01 の内容を X レジス タに リ コール
MUL 00 ; 00 の内容と X レジス タの内容を掛け算
0.0
DSE 01 ; レジス タ 01 を減少させ、 X レジス タに対し これをテス ト し ます
GTO 00 ; レジス タ 01> X レジス タ な らば、 LBL00 に移動
“結果 =” ; アルフ ァ レジス タに文字列を ロード
view 1 ; メ モ リ レジス タ 00 から )1 つの出力変数を表示
STOP

Figure 1-15  プロ ンプ ト ダ イ ア ロ グ

Figure 1- 16  ビ ューダ イ ア ロ グ
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1.4.9 レジス タ計算

単数値関数

• abs - この関数は X レジス タにあ る値の絶対値を決定し ます。

• erf - X レジス タにあ る値の誤差関数を計算し ます。

• erfc - X レジス タにあ る値の相補誤差関数を計算し ます。

• exp - e の値 (2.7182...) を X レジス タで指定し た累乗を計算し ます。

• factorial - X レジス タの値の階乗を計算し ます。

• ln - X レジス タの値の自然対数 ( 底 e) を計算し ます。

• log - X レジス タの値の常用対数 ( 底 10) を計算し ます。

• ran# - 0 と 1 の間で乱数を発生させます。

• sqrt - X レジス タの値の平方根を計算し ます。

• +/- - X レジス タの値の符号を変更し ます。

• pi - X レジス タに π(3.14159...) の近似値を置き ます。

• 1/x - X レジス タの値の逆数を計算し ます

• x^2 - X レジス タの値の二乗を計算し ます。

• 10^x - X レジス タの値の 10 の累乗に計算し ます。

• int - こ の関数は X レジス タの整数部分を決定し ます。 X レジス タに 5.08 があ る場合、 int コマン ド によ り
5.00 が X レジス タにス ト ア されます。

• frac - こ の関数は X レジス タの小数部分を決定し ます。 X レジス タに 5.08 があ る場合、 frac コマン ド によ り
0.08 が X レジス タにス ト ア されます。

複数値関数

• x<>y - X と Y レジス タの値を交換し ます。

• y^x - Y レジス タの数値を X レジス タで指定し た累乗にし ます。 Y の負値は、 X が整数の時だけ許されます。

• corr - X と  Y レジス タで指定し た列の線形相関を計算し ます。 この関数を使用するには、 比較されるふたつ
の列は、 データポ イ ン ト 数が同じでなければな り ません。

• p->r - X と Y レジス タの数 (R と φ) を直交座標 (X と Y) に変換し ます。 φ は計算機の設定によ って、 度ま
たはラ ジアンで表現でき ます。

• r->p - X と Y レジス タの数 (X と Y) を極座標 (R と φ) に変換し ます。 φ は計算機の設定によ って、 度また
はラ ジアンで表現でき ます。

加算

• + - Y レジス タの値を X レジス タの値に追加し ます。

• Add nn - X レジス タの値を指定された メ モ リ レジス タ nn に追加し ます。

• Addi nn - X レジス タの値を メ モ リ レジス タ nn で指定し た メ モ リ ロ ケーシ ョ ンに追加し ます。

• rsum nnn - 列 nnn の累積和 （running sum） を計算し、 結果を X レジス タに置き ます。
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減算

• - - Y レジス タの値から X レジス タの値を減算し ます。

• Sub nn - メ モ リ レジス タ nn から X レジス タの値を減算し ます。

• Subi nn - メ モ リ レジス タ nn で指定し た メ モ リ ロ ケーシ ョ ンから X レジス タの値を減算し ます。

• diff nnn - 各値と列 nnn に続 く 値の違いを計算し ます。

乗算

• * - Y レジス タの値と X レジス タの値を掛け算し ます。

• Mul nn - メ モ リ レジス タ nn と X レジス タの値を掛け算し ます。

• Muli nn - メ モ リ レジス タ nn で指定し た メ モ リ ロ ケーシ ョ ン と X レジス タの値を掛け算し ます。

除算

• / - Y レジス タの値を X レジス タの値で割 り 算し ます。

• Div nn - メ モ リ レジス タ nn を X レジス タの値で割 り 算し ます。

• Divi nn - メ モ リ レジス タ nn で指定し た メ モ リ ロ ケーシ ョ ンを X レジス タの値で割 り 算し ます。

• mod - mod 関数は XmodY の整数値を計算し、 X レジス タに結果を置き ます。

分布

• norm - この関数は X レジス タの値の正規分布を計算し ます。

• inorm - こ の関数は X レジス タの値の逆正規分布関数を計算し ます。

三角関数コマン ド

• cos - X レジス タの値のコサイ ンを求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または度にな り ま
す。

• inv-cos - X レジス タの値の逆コサイ ンを求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または度に
な り ます。

• inv-sin - X レジス タの値の逆サイ ンを求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または度にな
り ます。

• inv-tan - X レジス タの値の逆タ ンジェ ン ト を求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または
度にな り ます。

• sin - X レジス タの値のサイ ンを求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または度にな り ます。

• tan - X レジス タの値のタ ンジェ ン ト を求めます。 マ ク ロ計算機の設定によ り 、 値はラ ジアン または度にな
り ます。

• ->deg - X レジス タにラ ジアンの値が含まれている と、 この関数は度で対応する値を計算し ます。

• ->rad - X レジス タに度の値が含まれている と、 この関数はラ ジアンで対応する値を計算し ます。

その他のコマン ド

• CM - メ モ リ レジス タの内容を 0 に リ セ ッ ト し ます。

• FIX n - こ のコマン ド を使用する と 、 計算機は指定し た有効桁数にま るめた数字を表示し ます。

• SCI n - このコマン ド を使用する と、 計算機は一桁の数字を左に、 そ し て指定し た桁数を小数点の右に表示
し ます。

• tbl - こ のコマン ド は x 列と y 列のデータによ って定義された関数に基づいて、 x の線形近似を行います。 x
と y の列番号は、 0 - 999 の範囲で設定でき ます。 結果は、 x の値が与え られる ため、 この関数は y の線形
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推定値を求めます。 こ のコマン ド はス タ ッ ク の最後の 3 つのレジス タ (X、 Y、 Z) を使用し ます。

Z = x 値
Y = y 列番号
X = x 列番号

例
c0 が x 列、 c1 が y 列、 そし て 2.5 が x 値 (Z=2.5、 Y=1、 X=0) と仮定し ます。 さ らに、 c0 は 0 で始ま り 1 で
(0、 1、 2、 3...) 増加する級数で、 c1 は c0 の二乗です。 次のマ ク ロは、 2.5 の二乗値を推測する ために、 c1
の二乗値の間を線形補間し ます。

2.5 ; これは x 値 (Z) です
1.0 ; これは y 列番号 (Y) です
0.0 ; これは x 列番号 (X) です
tbl ; 線形近似を計算し ます
STO 00 ; 結果を レジス タ 00 にス ト ア
alpha “結果 =” ; この文字列はダ イ ア ロ グの値の前にき ます

STOa 0 ; 文字列をアルフ ァ メ モ リ 0 にス ト ア
alpha “式 :” ; この文字列をダ イ ア ロ グのタ イ ト ル と し て使用

view 1 ; 線形近似の結果を表示
STOP ; プロ グ ラ ムの実行を中断

マ ク ロの結果は Figure 1- 17 に示し ます。

Figure 1-17  2.5 の二乗の線形近似

1.4.10 統計

指定し たデータグループの統計
以下のコマン ド は特定のデータセ ッ ト に統計処理を行います。 使用するデータは、 コマン ド が実行される前に入力さ
れた行列ア ド レ スで決ま り ます。 これらのコマン ド はデータ ウ ィ ン ド ウ全体で操作でき ます。 これらのコマン ド のア
ド レ スは、 ス タ ッ ク下の 4 つのレジス タ (S0 - S3) にス ト ア されます。 これらのコマン ド全ては以下に示すよ う に同じ
パターンに従います。

S3 には開始行の番号が含まれます。
S2 には終了行の番号が含まれます。
S1 には開始列の番号が含まれます。
S0(X レジス タ ) には終了列の番号が含まれます。

コマン ド が実行された後は、 ス タ ッ ク から 4 つのア ド レ スが削除され、 関数の結果は X レジス タに置かれます。

• cmin - 指定し たデータ範囲内の最小値を求めます。

• cmax - 指定し たデータ範囲内の最大値を求めます。

• csum - データ範囲の全ての値の合計を計算し ます。
32 1.4  プログラムコ マン ド



マク ロ計算機を使う
• npts - 指定し たデータ範囲内のポイ ン ト 数を求めます。

• mean - データ範囲の平均を計算し ます。

• median - データ範囲の中央値を求めます。

• rms - データ範囲の二乗平均平方根 (root mean square) を計算し ます。

• std - データ範囲の標準偏差を計算し ます。

• var - データ範囲の分散を計算し ます

• stderr - データ範囲の標準誤差を計算し ます。

• skew - データ範囲の歪度を計算し ます。

• kurtosis - データ範囲の尖度を計算し ます。

例
0 ; 最初の値、 開始行ア ド レ ス (S3) は、 ス タ ッ ク に置かれます。
127 ; 2 つめの値、 終了行ア ド レ ス (S2) は、 ス タ ッ ク に置かれます。
100 ; 3 つめの値、 開始列番号 (S1) は、 ス タ ッ ク に置かれます。
101 ; 最後の値、 終了列番号 (S0) は、 ス タ ッ ク に置かれます。
cmin ; このデータ範囲内の最小値を求め、 その結果を X レジス タに置き ます。

行統計
次のコマン ド で行ご と の統計処理を行 う こ と ができ ます。 使用するデータは、 コマン ド が実行される前に入力された
列ア ド レ スで決ま り ます。 これらのコマン ド は、 データ ウ ィ ン ド ウ全体で操作でき ます。 これらのコマン ド のア ド レ
スは、 ス タ ッ ク下の 2 つのレジス タ (S0 と  S1) にス ト ア されます。 これらのコマン ド 全ては以下に示すよ う に同じパ
ターンに従います。

S1 開始列の数値を含みます。
S0 (X レジス タ ) 終了列の数値を含みます。

コマン ド が実行された後は、 ス タ ッ ク から 2 つのア ド レ スが削除され、 関数の結果は、 X レジス タに置かれます。

• rstat 00 - 指定された列範囲にわた る最小値を求めます。

• rstat 01 - 指定された列範囲にわた る最大値を求めます。

• rstat 02 - 指定された列範囲にわた るすべての値の合計を計算し ます。

• rstat 03 - 指定された列範囲にわた るポイ ン ト 数を求めます。

• rstat 04 - 指定された列範囲にわた る平均値を求めます。

• rstat 05 - 指定された列範囲にわた る中央値を求めます。

• rstat 06 - 指定された列範囲にわた る二乗平均平方根 (RMS) を求めます。

• rstat 07 - 指定された列範囲にわた る標準偏差を求めます。

• rstat 08 - 指定された列範囲にわた る分散を求めます。

• rstat 09 - 指定された列範囲にわた る標準誤差を求めます。

• rstat 10 - 指定された列範囲にわた る歪度を求めます。

• rstat 11 - 指定された列範囲にわた る尖度を求めます。
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1.4.11 回帰関数

データ ウ ィ ン ド ウのいずれかの列に回帰曲線が適用されている場合には、 次のコマン ド が役に立ちます。 各コマン ド
は特定の x の値 について f(x) を求めます。 X レジス タの値は、 x の値と し て使用されます。 適切な回帰曲線を持つ
データ列のア ド レ スは、 コマン ド の nnn の値と し て使用されます。

注意 : x が元のデータ範囲にあ る場合のみ、 解は正確です。 元の範囲外に x が位置する場合は、 解は線形補間されま
す。

非線形回帰曲線

• gen nnn - こ のコマン ド は X レジス タで指定された値で、 列 nnn に適用する一般回帰曲線の値を計算し ま
す。

• genf nnn - このコマン ド は gen nnn コマン ド に似ています。相違点は genf nnn コマン ド は、 x の値を求める た
めに使用される一般回帰曲線を決定する ためにアルフ ァ レジス タ を使用する こ と です。 これは、 複数の一
般回帰曲線がデータ列に適用される場合に便利です。

例
"fit1" ; 一般フ ィ ッ ト の名前は、 アルフ ァ レジス タに置かれます。
25.48 ;x の値を X レジス タに置き ます
genf 150 ;150 列に適用された回帰曲線 fit1 に基づいて y の値を決定し ます。

最小自乗回帰曲線

• lin nnn - こ のコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される線形回帰曲線の値を計算し ます。

• poly nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される多項回帰曲線の値を計算し ま
す。

• expr nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される指数回帰曲線の値を計算し ま
す。

• logr nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される対数回帰曲線の値を計算し ま
す。

• pow nnn - こ のコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される累乗回帰曲線の値を計算し ま
す。

スムージング回帰曲線

• smh nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される ス ムーズ回帰曲線の値を計算し
ます。

• wgt nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される加重回帰曲線の値を計算し ま
す。

• spln nnn - こ のコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される 3 次スプラ イ ン回帰曲線の値を
計算し ます。

• intp nnn - このコマン ド は X レジス タで指定し た値で、 列 nnn に適用される補間回帰曲線の値を計算し ま
す。

例
56.74 ;x の値を X レジス タに置き ます
spln 102 ; 列 102. に適用される 3 次スプラ イ ン回帰曲線に基づいて y の値を決定し ます

1.4.12 その他のコ マン ド

• peek nn - このコマン ド は X レジス タの内容を変更する こ と な く 、 指定し た任意の メ モ リ レジス タ nn の値
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を表示し ます。 こ のコマン ド の結果は、 マ ク ロ計算機のデ ィ スプレ イ領域に置かれます。 間接的な リ コー
ルまたはス ト ア操作のア ド レ スは、 プロ グ ラ ムで計算されるマ ク ロ をデバッ グするのに重要な助け と な り
ます。

• abort - abort コマン ド はマ ク ロの実行を中断する ために使用し ます。 これは､プロ グ ラ ムの実行中にエラー
が検出された場合に特に役立ちます。

• version - このコマン ド は現在の KaleidaGraph のバージ ョ ン番号を返し ます。 バージ ョ ン番号は、 100 で乗
じ て X レジス タに置かれます。

• up - こ のコマン ド はス タ ッ ク の値の全てを 1 ポジシ ョ ン上げます。

• down - こ のコマン ド はス タ ッ クの値の全てを 1 ポジシ ョ ン下げます。

例

ス タ ッ ク レ
ジス タ

元のス
タ ッ ク

Down コマン ド 後のス タ ッ ク Up コマン ド後のス タ ッ ク

S3 5 5 8

S2 8 5 15

S1 15 8 29

S0 29 15 0
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